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円未満の範囲であった。Table 1, 2, 3に対象者の属性を示す。
Table１　対象者の性別，年齢，勤務先，職務
人数 （％） 人数 （％）
性別 男性 124 （62.0） 勤務先 特別養護老人ホーム 56 （28.0）
女性 76 （38.0） 介護老人保健施設 20 （10.0）
年齢 20代 6 （3.0） 訪問介護事業所 24 （12.0）
30代 48 （24.0） デイサービス 32 （16.0）
40代 73 （36.5） グループホーム 27 （13.5）
50代 57 （28.5） 介護付有料老人ホーム 24 （12.0）
60代 15 （7.5） 病院等の医療機関 4 （2.0）
70代 1 （0.5） その他 13 （6.5）
夜勤 あり 116 （58.0） 職務＊ 施設内介護 173 （86.5）
なし 84 （42.0） 訪問介護 32 （16.0）
＊複数回答あり
Table ２　対象者の資格，雇用形態
人数 （％） 人数 （％）















49 （24.5） 嘱託職員 1 （0.5）






























人数 （％） 人数 （％）
勤続年数 １年未満 3 （1.5） 　年収 100万円未満 8 （4.0）
１～５年未満 46 （23.0） 100～200万円未満 17 （8.5）
５～10年未満 66 （33.0） 200～300万円未満 64 （32.0）
10～15年未満 41 （20.5） 300～400万円未満 74 （37.0）
15～20年未満 29 （14.5） 400～500万円未満 31 （15.5）
20～25年未満 13 （6.5） 500～600万円未満 5 （2.5）



































































































年齢 46.19 （9.21） 46.09 （9.23） 46.28 （9.24） n.s. 0.15
勤続年数 9.53 （5.93） 9.76 （6.07） 9.29 （5.80） n.s. 0.56
年収 311.00 （108.34） 318.00 （108.13） 304.00 （108.64） n.s. 0.91
ストレス反応 34.64 （13.43） 36.88 （13.81） 32.39 （12.73） ＊＊ 2.39









相関が認められた（前者はr ＝.25, p ＜.001，後者はr ＝－.26, p ＜.001）。心理的ストレス反応
と感情労働の間に有意な正の相関（r ＝.18, p ＜.01），および心理的ストレス反応と年齢の間




















年齢 勤続年数 年収 心理的ストレス反応 感情労働
勤続年数 .06
年収 －.03 －.33***
心理的ストレス反応 －.20** .03 －.01
感情労働 .05 .02 －.09 .18**
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